
事故削減サポート
（Traffic Safety Consulting) 日商保険サービス株式会社



はじめに

企業における安全運転の実現のためには、実際
にハンドルを握るドライバーが安全運転の重要
性を認識し、主体的に安全運転を実践すること
が何よりも重要となります。

交通事故を減らすには、定期的な安全教育は欠
かせないものです。そこで弊社では、「運送会
社向け」に事故削減サポートをご用意して支援
します。

弊社の交通事故削減メニューの起用が貴社の事
故防止活動推進の一助となれば幸いです。



このようなお客さまへ

・社有車による交通事故を減らしたい

・マイカー通勤時の交通事故を減らしたい

・管理者・ドライバーに対して安全運転教育・研修を実施したい

・安全運転講習はしているが、思うように事故が減らない

・安全講習を定期的に継続できない

・ドライバー様に事故に対する意識を持たせたい



皆さん、事故を減らすために色々工夫され
ていると思いますが上手くいってますか？



事故を減らしたい！

皆さん同じ気持ちです。

どうすれば、講習を継続できるのか？

どうすれば、意識改革ができるのか？

どうすれば、事故を減らせるのか？

しかし・・・。



うまくいかない３大ポイント

①分析 ②継続性 ③経営者の意思・覚悟・想い



① 分析

１年間通して事故の傾向をしっかり分析できていますか？

行き当たりばったりに講習していませんか？

共済や保険会社から事故を減らす為に何かしましょうと言われて
スポット的にやっていませんか？

これでは

ただ、講習しているだけなので事故は減りません！！



② 継続性

安全講習をするにあたり、一番苦労する所が継続性です。

では、なぜ継続できないのか？

それは、

売上優先（運行優先）になっているからです！

もちろん、事業を継続するにあたり

売上優先（運行優先）する事は非常に大切です。



例）利益１％として１００万円の利益を出すには･･･｡
売上にするといくら必要か？

１億円 必要になります

では、自動車保険料１０００万円と仮定して

事故削減ができ、保険料が翌年１０％DOWNできたら･･･｡

１００万円利益として残せます。



１００万円の利益を稼ぐ為には、どれだけの運賃をもら
わないといけないのでしょうか？

また、どれだけ運賃交渉しないといけないのでしょう
か？

皆さんは、どちらを選択されますか？



③ 経営者の意思・覚悟・想い

事故を減らすには、ドライバーの力も重要視されます

しかし、ドライバーの力だけでなく、最も大切なこと

それは、

例えば、安全講習は管理者に任せっきりになっていませんか？

これでは、事故は減りません!!

経営者が本気で事故を減らしたいと云う強い意志と覚悟です。



本当に事故を減らしたいと思うのであれば、

安全講習会には社長も必ず出席し、会議の前に挨拶をして皆で意
識を高め、会社全体で取組みをしないと事故は減りません。

こういった社長の熱い想いが、ドライバー・管理者に伝わると皆
さんの心に響き、意識が統一され事故は改善されていきます。

無駄な経費は削減でき、利益として会社に残せますし、頑張って
いる社員に還元や新しい設備の導入や様々な事に使う事ができま
す。

そうすれば



事故削減サポート手順

・ご相談･･･御社のニーズ・目的・目標といった事についてお伺いします。

これまでの事故防止活動や事故防止発生状況についてお聞かせ頂き、その内容も踏まえ同
席し打合せします。（安全講習会実施時期や内容等）

・Plan（計画）･･･経営者、管理者、ドライバー等へ ヒアリング

事故分析に基づいて打合せし実行計画を立てます。

（事故報告書を保管されている場合、その写しを頂戴できますと

より一層効果的な計画や講習の実施が可能になります。）

・Do（実施）･･･安全講習会の実施。

・Check（確認）･･･計画遂行状況・目標達成状況のチェック

・Action（改善）･･･チェックでの取組を踏まえ総括を共有化し、次年度の対策検討



当社の事故削減サポートの特徴

1 危険予測トレーニング（ＫＹＴ） ドライバー参加型

（小グループ ディスカッション形式）

2 事故による損害保険での過失割合の検証

3    自車事故事例の共有（被害状況写真・損害額の認知等）

4    ヒヤリハットの共有（ドライバー2~3名発表）



スケジュール

1年目･･･日商保険サービス㈱にて安全講習実施

2年目･･･管理職メインで安全講習実施

（日商保険サービス㈱は側面支援）

3年目･･･自立して安全講習実施

（※ 内容等は事前に打合せさせて頂きます。）
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